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お正月といえば「福袋」。今年は福袋を購入しましたか？「今年も良い年にしたい！」という願いも込めて 

今月は福袋と七福神のことを調べてみました。 

スタート 

ゴール 

スタートからゴールまで熟語のしりとりで移動す

る迷路ゲームです。正しいルートでゴールまでたど

り着くと、通らなかったパネルが出てきます。         
 

この余りのパネルの漢字を  

つなぎ合わせてできる熟  

語が「答え」になります。        

例題では「以」と「前」の  

パネルが余るので、「以前」  

が答えとなります。  

 

 
－ 漢字しりとり迷路 応募方法 － 

①名前 ②住所 ③電話番号④「かとけん通信」の中で興味のあった記事、ご意見、ご感想など。

⑤答えをご記入の上 FAX かメールにてご応募下さい。 

FAX ２２－２１３３ hirose@kato－const.jp ハガキやお電話でもＯＫです！ 

召 集 

１2 月号こたえ 

上流  →流石  →石狩鍋  →鍋奉行  →  

行儀  →儀式  →式典  →典型的  →  

的射  →射程  →程度  →度外視  →  

視聴率  →率先  →先生  →生野菜  

→  →  →  →  →  →  

福袋とは、様々な商品を詰めて販売している袋のことで新

年に販売されます。中身が見えないこともあり、運試しの

意味合いもあるようです。福袋の由来は七福神の一人、福

の神の大黒天の抱えている大袋からきていると言われてい

ます。抱えた大袋には、商品ではなく「幸福」が入ってい

て、福を分けてくれると言い伝えられてきたそうです。最

近の福袋は、中に何が入っているのか分かるようにしてく

れていたり、事前予約や、抽選販売などさまざま。また、

値段も数百円で買えるものから 100 万円を超える物まで

あるそうです。バブル期には、ピカソの画が入った５億円

のものまであったそうですよ。 

福袋の起源にはいくつかの説がありますが、どれも老舗の

呉服屋さんが福袋を販売していたという説のようです。 

越後屋説（現 三越） 

江戸時代に１年分の裁ち余りの生地を袋に詰め込んで売り

出したところ大評判となりました。値段は１分
ぶ

で、現在の価

格で約 25,000円。これが大人気となり「恵比寿袋」と呼

ばれ親しまれたそうです。でも販売時期が 11 月頃なので

現在の福袋と時期がちょっと違いますね。 

大丸呉服店説（現 大丸百貨店） 

こちらも江戸時代。中身は越後屋と同様に布の端切れなど

で、こちらは初売りの時期に売り出されていたようです。そ

して中に金の帯が入っていたら当たり！というものだった

ようです。 

鶴屋呉服店（松屋の前身） 

1907 年(明治 40 年)に福袋の販売を始めたという記録が

残っているそうです。残念ながら中身や値段は不明のよう

です。 
 

いとう呉服店(松坂屋の前身)は 1911年（明治 44年）に「多可

良函（たからばこ）」を発売。お値段は 50 銭、現在で言うと

10,000円ほどだったそうです。その後昭和以降には全国各地の

百貨店で福袋が売り出されるようになったようです。 

 

七福神は国も宗教の壁も越えて成立している神様の集合体。室町時代

の庶民が生み、現代でも親しまれ信仰が続いています。それぞれ個性

豊かな七人のキャラ、何だかヒーロー戦隊に見えてきませんか？ 

では、七福神の名前の簡単な覚え方を紹介します。 

「エビでタイ釣るお年寄り 

   はじめが欠けてる、は・ひ・ふ・へ・ほ」 
 

「エビ」 恵比寿天（えびすてん） 日本の神様 

もともとは漁民の神様で、笑顔が印象的な神様。主なご利益は、 

「五穀豊穣」「商売繁盛」 

「タイ」 大黒天（だいこくてん） インドの神様 

はじまりは、ヒンドゥー教の神様であるシヴァ神です。日本神話の

大国主神（オオクニヌシノカミ）と結びついて大黒天という名前に

なったそうです。おもなご利益は「五穀豊穣」「商売繁盛」「財運上

昇」「縁結び」 

「お年寄り」 寿老人（じゅろうじん） 中国の神様 

導きの神・幸運の神。おもなご利益は「延命長寿」 

「身体健全」「病気平癒」 

「ひ」 毘沙門天（びしゃもんてん） インドの神様 

財宝を守る神様。また、戦いの神様で聖徳太子や、戦国時代の武将・

上杉謙信が信仰していた神様なんだそうです。 

おもなご利益は「合格祈願」「金運上昇」「難関突破」 

「ふ」 福禄寿（ふくろくじゅ） 中国の神様 

名前の福は「子宝に恵まれる」、禄は「身分や財運に恵まれる」 

寿は「健康で長生き」と、3つの徳を具現化しているんだとか。 

おもなご利益は「延命長寿」「財運招福」「子孫繁栄」「立身出世」 

「へ」 弁財天（べんざいてん） インドの神様 

唯一の女性の神様です。おもなご利益は 

「諸芸上達」「財運上昇」 

「ほ」 布袋尊（ほていそん） 中国の神様 

七福神のなかで唯一実在の人物が元になっている神様。中国に実

在したという仏教の僧が元になってるそう。常に布の袋を担いで

各地を放浪していたため、布袋和尚と呼ばれていたのだとか。おも

なご利益は「家庭円満」「子宝祈願」「学芸発達」など。 
 

どうでしょうか？七福神、全員の名前おぼえれましたか？ 

 

 

 

日本では生まれも育ちも違う神様たちが、力を合わせて人々に

福を授けると考えられました。 

 

 
 

新春来福

比 定 数 字 始

率 限 権 体 積

先 賃 借 定 算

陣 駄 眼 着 年

地 団 点 数 学



 

 

 

   

  

 

        

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

絹ごし豆腐     1/2丁(150g) 

卵          1個 

●鶏ガラスープの素  大さじ 1 

●しょうゆ      小さじ 1 

片栗粉        小さじ 2 

しょうが        半片 

粗挽き黒胡椒      少々 

ごま油         少々 

塩           少々 

(2 人分) 

  ) 

 

① 鍋に水400mlと●の調味料、しょうがをすりおろして入

れます。 

② ①に片栗粉を入れよく溶かし、中火にかけます。絶えず混

ぜ合わせながら温め、とろみがついたら、食べやすく切っ

た絹ごし豆腐を加えます。(手で崩して加えてもOK!) 

③ 強火にし、溶いた卵を2〜3回に分けて加えます。好みの

固さになったら火を止め、粗挽き黒胡椒・ごま油を入れ、

塩で味を調えたら完成です。 

ホームページは 

コチラ↓ 

ふわふわ豆腐
✿材料✿ 

  ) 

 


